
好事例〈授業づくり〉
●学習の基盤として「聴くこと」「聴き合うこと」を大切した学習指導【富岡小】

共感的な人間関係の育成と安全・安心な風土の醸成



好事例〈授業づくり〉

●学習の基盤として「聴くこと」「聴き合うこと」を大切した学習指導【今津小】

共感的な人間関係の育成と安全・安心な風土の醸成
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好事例〈授業づくり〉 ●教師主体・児童主体のバランスを意識した単元計画【御所浦小】
●探究的な学習過程を意識した授業展開【本渡南小、御所浦小、
本渡中】

課題設定→→→情報収集→→→整理分析→→→まとめ・表現
（導入） （展開） （展開） （終末）

探究的な学習過程を意識した授業展開（御所浦小の例）教師主体・児童主体のバランスを意識した単元計画

「教員は、習得・活用・探究という学習プロセスの中で、教え
る場面と、子供たちに思考・判断・表現させる場面を効果的
に設計し関連させながら指導していくことが求められる」

（文部科学省ＨＰ 「指導方法の不断の見直し」より）



好事例〈授業づくり〉
●授業づくりへの生徒の参画【新和中】

自己存在感の感受

教員だけでなく
１・２年生も３年
生の授業を参
観し、３年生の
学びに向かう姿

勢を学校全体
につなぐ

授業研究会で、３年生から授業に
ついて気づき等を発表



好事例〈家庭学習〉

●家庭学習の習慣化と内容の充実に向けた取組【松島中】 家庭学習タイム（帰りの会後の５
分）で生徒が計画を立てる

自学メニューを決める

各
教
科
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当
で

コ
ー
ス
を
設
定

↓ 自学ノートにメニューごとにまとめる ↓

自学メニューから選び計画を立てる

習慣化させるために、家庭学習の開始時刻を決めるように指導

自己決定の場の提供と自己存在感の感受



好事例〈人権教育〉

●人権教育主任が、学級担任の人権学習の授業づくりに関わるとともにアドバイザーとして授業へも参加
人権教育だよりを月１回程度発行し、生徒及び保護者への啓発を行う取組【栖本中】

＜人権教育主任の役割＞

◆『きずな』の編集作業等を通して出会ってきた、教
材文の中に出てくる「当事者」の言葉や、本文には
描かれていない背景などについて助言する。

◆誤ったことを教えることを恐れるあまり、人権教育
そのものに消極的になってしまう先生方には、「人
権を大切にしたいという思い」を勇気づけ、「多少
間違っても補足するから大丈夫！」と伝え、自らが
ＴＴに入る。また、必要に応じて、その場で「生の
声」を届ける役割をすることもある。

◆授業の展開や、各教材のポイントになるところな
どを提案し、授業の骨子をつくり、異動先でも若い

   先生たちが自分なりの授業を行えるようにサポー
   トする。



好事例〈人権教育〉

●人権教育主任が、学級担任の人権学習の授業づくりに関わるとともにアドバイザーとして授業へも参加
人権教育だよりを月１回程度発行し、生徒及び保護者への啓発を行う取組【栖本中】

＜教務主任の役割＞
◆担任と人権教育主任の打合せの時間を確保する
ために、時間割表の中に、打合せの時間と授業実
践の時間を、計画的に組むようにしている。

◆年間計画に基づいて、各学年の人権学習の授業
をする時期を約１週間ずらすように設定し、打合

    せの時期や授業実践の時期を前もって、職員会
    議で提案したり、各学年主任に事前に伝えておい
    たりする。



好事例〈人権教育〉

●人権教育主任が、学級担任の人権学習の授業づくりに関わるとともにアドバイザーとして授業へも参加
人権教育だよりを月１回程度発行し、生徒及び保護者への啓発を行う取組【栖本中】

＜副担任等の役割＞

◆各学年主任が、学活や道徳、総合的な学習の時
間などの他の活動とのバランスを考えながら、長

    期スパンの見通しを立て、教務主任に連絡。また、
    立志式や職業調べなど、人権教育と関連付けら
    れるような学校行事は、人権教育の充実を見通し
    た計画になっている。

◆栖本中は小規模校のため、進路指導主事や養護
教諭などが副担任となっている。そのため、可能

    な範囲で学年で一緒に授業づくりをしたり、資料
    の作成をしたりしているが、具体的な役割はあえ
    て、作っていない。しかし、一緒に学習をしたり、授
    業中の様子を写真に収めたりし ながら、協力して
授業実践を行うことができるようにしている。



好事例〈人権教育〉

●人権学習年間指導計画に「つくる（自分事として）」「つなぐ」について記入する枠を設定し、「『実践行動に
つなぐ』授業への３つのアプローチ」の内容を指導者が意識して取り組めるようにする工夫【天草小、阿村小】

写真

阿村小天草小



好事例〈人権教育〉

●人権集会の生徒の活動の様子や生徒作品を学校のウェブサイトに掲載して情報発信【富岡小、阿村小】

写真

富岡小 阿村小



好事例〈児童生徒主体の活動〉

●校長のグランドデザインをもとに、児童が目標や取組内容を設定した児童版のグランドデザイン作成し、
児童会で取組を推進【河浦小】

自己決定の場の提供と自己存在感の感受
共感的な人間関係の育成
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好事例〈児童生徒主体の活動〉

●「規律づくり・居場所づくり・絆づくり」を目的とした取組【本渡南小】

自己決定の場の提供と自己存在感の感受
共感的な人間関係の育成

学級力アンケートの実施

アンケート結果から学級
の課題を選定

課題解決に向けた話し合
い活動（スマイルタイム）
で約束事を決定

課題解決に向けて約束事
を実行（スマイルアクショ
ン）

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ａ

学級力向上プロジェクト

※児童の発達段階を踏まえ、中学年以上に
おいて児童主体の取組が進められている

※

Ｐ
Ｄ
Ｃ
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好事例〈児童生徒主体の活動〉

●児童会による縦割り班活動【坂瀬川小】

自己決定の場の提供と自己存在感の感受
共感的な人間関係の育成

【企画】ぴかぴか元気委員会（体育・保健）
【取組 縦割り班対抗ドッチビー大会の例】
◆準備や周知、運営・・・委員会の児童が進める。
◆内容
１週間をかけて対抗戦を行い、金曜日に決勝戦
を行う。その日できない児童に対しても、フリー参
加の時間を設定し、みんなが満足できる大会にな
るよう工夫している。
◆職員の働きかけ
企画の段階から児童主体で話し合いができるよ
う働きかける。企画等で足りない部分は児童への
助言を行うが、ほぼ委員会の児童が委員長を中
心として動くとのこと。

※１学期はドッチビー、２学期は鬼ごっこ、３学期は
長縄を実施しているとのこと。また、この企画は児
童に大好評とのこと。



好事例〈児童生徒主体の活動〉
●児童会による縦割り班活動【本町小】

自己決定の場の提供と自己存在感の感受
共感的な人間関係の育成

１ 縦割り班遊び
【目的】
◆異学年同士の交流を深めることと体力づくりを兼ねて
実施。

【期日】
◆年間行事や業間活動計画の中で実施日決定。
（歓迎遠足、縦割り班遊び、なかよし集会、うたごえ等）

【児童の役割】
◆児童会の企画委員会のメンバーで、どんな遊びやゲ
ームをするとみんなが楽しんでくれるかを話し合い、
内容を決定。その後、役割分担をし、シナリオを作成

         して必要なものを準備。当日は、シナリオに沿って企
画委員が運営。

【職員の役割】
◆児童会担当：児童が作成したシナリオへのアドバイス
他の職員・・・当日の活動で担当の班のサポート

縦割り班遊び「新聞島」異学年同士の交流
※作成されたシナリオは次ページに掲載

２ 縦割り班掃除
【期日等】
◆毎週月曜日と火曜日が縦割り班掃除の日。
◆月ごとに掃除区域をローテーション。
【児童の役割】
◆月末に、縦割り班の班長と副班長で次の掃除区域の割り
振りを行う。

◆縦割り班の班長は、決定した割り振りを児童用のクラス
ルームにアップする。また、印刷したものを掲示する。

【職員の役割】
◆本町小掲示板（クラウド内）に置いて共有を図る。
◆児童による次の掃除区域の割り振り後の確認とアドバイス





好事例〈児童生徒主体の活動〉

●生徒会が企画立案する教育講演会や卒業ウォークラリー、生徒会と学校運営協議会が連携した校区の
安全マップの作成【松島中】

自己決定の場の提供と自己存在感の感受

教育講演会の場合
＜生徒の役割＞
◆校長が講師に内諾をとった上で、生徒会長が講師へ依頼文を出す。講
演会の内容も生徒会執行部で話し合い、依頼を行う。

◆当日のお迎え・司会進行・講師紹介・会場準備・謝辞等、基本的に運営
       は生徒会で行う。
◆感想文及び生徒会長のお礼状を講師へ送付する。
＜教職員の役割＞
◆生徒会担当は、生徒会執行部と協議を重ね、生徒の意見を尊重した上
で計画を作成し、職員へ周知する。適宜、生徒の活動を支援する。

◆外部との連絡調整は、管理職が行う。

＜安全マップの作成＞
１ 各地区の担当者（生徒）が、地区の危険箇所
の事前聞き取りを行う。
２ 学校運営協議会にて、生徒及び地域の方とで
協議し、危険個所の洗い出しを行う。
３ 学校運営協議会等で協議したことをマップ上に
記入する。
４ 安全対策について協議し、注意すべきことをマ
ップに記入する。
５ 全校生徒に周知する。



好事例〈生徒等主体の活動〉

●保護者・生徒・教職員による学校行事や生徒心得、
生徒会活動等についての協議【松島中】

自己決定の場の提供と自己存在感の感受

＜参加者＞
◆保護者代表（ＰＴＡ会長を含む）
◆生徒会本部役員
◆教職員（教頭・生徒指導主事・人権教育担当・生徒会担当）

＜主な協議事項＞
◆学校行事の見直し（新設・廃止・改善）について
◆生徒心得の見直し（改善）について
◆生徒会活動の新しい取り組みについて
◆学校を活性化・向上させるための諸活動について

参加者の過半数
の同意を得た内
容は校長に提案

校
長
の
承
認
で
決
定

【令和６年度決定事項】
★靴下の色（黒色・紺色可） ★雨天時の体育服登校可
★次年度のクラスマッチを増やすこと



好事例〈児童生徒主体の活動〉

●生徒会が主体となった全員遊び【本渡中】

自己決定の場の提供と自己存在感の感受
共感的な人間関係の育成

＜生徒の役割＞
【企画】
◆生徒会執行部の中で、全員遊びの担当を決め、担当生徒が中
心となって企画案を作成する。

◆作成した企画案を生徒会担当職員と相談し、決定する。
【運営】
◆企画案をもとに、生徒会執行部で役割分担を行い運営する。
◆１０日間の活動だったため、１日３～４人で運営を行い、執行部
の負担にならないようにした。

＜教職員の役割＞
【生徒会担当職員の役割】
◆生徒の提案文書を見て、アドバイスをする。
◆活動について、管理職と相談する。
◆活動の見守り・安全確保、運営のサポートを行う。
【他の職員の役割】
◆担任はクラスが活動をする日に参加し、安全を見守る。
◆担任外の職員は、担当学年が活動する日に安全を確保する
ために見守りを行う。



好事例〈校務ＤＸ〉
●汎用アプリの活用【本渡南小】

職員ＨＰ ・・・情報の一元化、情報発信・確認

チャット ・・・情報発信・確認

フォーム ・・・アンケート収集・整理、情報発信、
補欠指導計画・校外指導計画入力
欠席・遅刻連絡入力

カレンダー
・・・共同編集（行事・出張・年休・来
校者等の情報整理）

スプレッドシート
・・・共同編集、情報の整理

クラスルーム
・・・情報発信・確認、情報（資料）の整
理
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